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事業所マスタ管理入力の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所の指定日 

「地活」を選択 

「１型」を選択 

複数の地域生活支援事業の指定がある場合は、 

最も過去の年月、および未来の年月を入力する。 

無、対象外を選択してください。 

（国保連に確認したところ、本市の場合は加算の請求に影響はしない項目とのことです。） 

日中短期、一時預かりについては届け出ている定員を入力。定員のないサービスは９９を入力。 

・ これらの方法は、令和５年４月２３日現在で国保連に確認が取れている内容になります。 

・ 今後、新たに確認が取れた内容があった場合には、内容を時点修正していくことをあらかじめご了承ください。 
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利用者マスタ管理入力の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分認定有効期間開始年月日を入力。区分がなければ支給決定開始年月日を入力。 

最初にサービスを提供した日を入力（※契約日ではない） 

「その他」 

を選択 
「一般」 

を選択 

区分認定有効期間。区分がなければ支給決定期間を入力。 

障害支援区分や、 

障害児区分を選択 

受給者証記載の負担上限月額から所得区分を選択。 

37,200 円⇒一般２  9,300 円または 4,600 円⇒一般１ 

0 円⇒生活保護、低所得１、低所得２ 

（※0 円の区分が不明ならば低所得１を便宜的に選択） 

 受給者証の記載内

容を入力 

負担割合が最も高いサービスの負担率を便宜的に選択（この事例の場合は 10）、負担上限月額 0 円の場合は 0 を入力。 

・受給者証と、R5.4.20 川崎市障害福祉課通知に記載のサービスコード一覧を確認し、決定サービスコードを選択。（上図で選択しているコ

ードも参考にしてください。） 

※ 似たようなサービス名称で、違うサービスコードとなっているものが複数あるので十分ご注意の上、選択してください。） 

・日中短期、一時預かりについて、加算が支給決定されている場合には、ここで加算のサービスコードを選択する必要があります。 

詳しくは、日中短期、一時預かりの項で説明します。 

受給者証記載の日数や時間数を入力 

ファミサポは１を入力 

受給者証記載の支給決定有効期間を入力 
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利用者マスタ管理入力の注意点２（日中短期、一時預かりの加算の決定） 

・ 日中短期の行動障害、重複障害、重度障害加算と、一時預かりの行動障害加算については、受給者証に決定の記載があれば、 

  利用者マスタ登録画面で、各加算の決定内容入力が必要です。 

 

  

＊日中短期で決定が必要な行動障害、重複障害、重度障害加算の入力例＊ 

・決定があるかどうかは、必ず受給者証を確認してください。 

・加算の契約支給量は本体コード（020000 または 020001）と同じ数を入力してください。 

┗ ＊一時預かりで決定が必要な行動障害加算の入力例＊ 

  ・決定があるかどうかは、必ず受給者証を確認してください。 

  ・加算の契約支給量は本体コード（020002）と同じ数を入力してください。 
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一時預かりの請求例 

  

 以下のサービス提供を例とします。 

   支給決定  ２３日 

   所得区分  一般１ 

   事業所定員 １０名 

サービス 

提供年月 サービスコード サービス内容 １日の提供時間（回数） 提供日数（回数） 
単位 

（単価１０円） 

給付費

（円） 

４月 

020933 
障害児者一事預かり ４時間

超６時間以下 
６時間 １８日 765 137,700 

020968 
障害児者一事預かり 送迎加

算 
２回 ３６回 60 21,600 

020975 
障害児者一事預かり 欠席時

対応加算 
１回 １回 103 1,030 

022550 
障害児者一事預かり 行動障

害加算 
１回 １８回 261 46,980 

020956 
障害児者一事預かり 初期加

算 
１回 １８回 33 5,940 

020951 
障害児者一事預かり 家庭連

携加算 
１時間 １回 307 3,070 

020973 
障害児者一事預かり 指導員

加配加算１０人以下 
１回 １８回 212 38,160 

利用者負担額 4,600 

給付費合計 249,880 
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一時預かり入力例（本体および送迎加算、指導員加配加算）（番号順にご確認ください。）

 

  

② 計画時間、実績時間を４桁で入力する。 

この例では 9 時から 1５時までの提供時間を入力。 

③ 障害児者一事預かりを選択。減算がある場合には減算を選択。この例では減算は未選択。 

 

┗ ⑤ 明細追加を押下 

 

┗ ⑥ 自動的に対応する請求サービスコードが入力されます。送迎加算は加算１、指導員加配加算～１０人は加算２の項目に表示されています。 

 

  以降、月の全サービス提供分を作成してください。欠席時対応加算、家庭連携加算を算定する場合は次ページを参照してください。 

④ 当該日に送迎加算、指導員加配加算が算定できる場合は回数を入力。 

  送迎加算は片道のみの場合は１、往復の場合は２を入力。 

 

┗① 決定サービスコードを選択します。この例では 020002：日中一時支援（一時預かり）になります。 
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一時預かり入力例（欠席時対応加算、家庭連携加算）（番号順にご確認ください。） 

 

  

① 計画時間、実績時間を４桁で入力する。家庭連携加算、欠席時対応加算ともに、実際に支援を行った時間。 

この例では家庭連携加算が９時から１０時、欠席時対応加算は９時から９時１５分として入力。 

② 障害児者一事預かりを選択し、家庭連携加算または欠席時対応加算を選択。この例では欠席時対応加算を選択。 

 
③ これら加算では送迎、指導員加算には何も入力しない。 

  誤算定に注意してください。 

 

┗ ④明細追加を押下 

 

┗ ⑤自動的に対応する請求サービスコードが入力されます。 

  以降、移動支援と同様、月の全サービス提供分を作成してください。 

 

⑥登録、更新を押下して入力完了です。 

同様に、他の利用者分も入力していきます。 

必要な利用者の入力が終わったら、サービス提供実績記録票検索／CSV 出力から請求情報等を作成してください。 

請求情報作成の詳細は、国保連マニュアル「請求情報作成ツール操作マニュアル」を参照してください。 

 

行動障害加算、初期加算を算定する場合は、次ページ以降を参照してください。 
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一時預かり入力例（行動障害加算） 

・まず、請求情報作成ツールの「請求明細書情報検索／CSV 出力」から対象者を検索してチェックし、「当月分修正」タブを押下してください。 

 

  

サービス提供実績記録票登録で作成した内容が反映されている請求明細が出てきます。 

この画面で空欄のサービスコードをクリックします。空欄の行がない場合には、明細行追加を押下してください。 
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一時預かり入力例（行動障害加算）（番号順にご確認ください。） 

 ② チェックしたら選択を押下します。 

┗① 日中一時支援（一時預かり）行動障害加算の請求サービスコード 022550 をチェック 

   ここに行動障害加算を表示させるには、利用者マスタの決定サービスコードに、 

０２００４８を入力しておく必要があります。 

この際、他の請求サービスコードのチェックは外さないでください。 
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一時預かり入力例（行動障害加算）（番号順にご確認ください。） 

 

 

 

 

┗① 回数を入力（本体請求と同日数）。この例の場合は１８日。 

 

┗② 自動集計を押下 

 

③ ②の自動集計を押下すると日数が消えるので、 

一時預かりの利用日数を入力。 

┗⑤ 最後に登録／更新を押下 

 

④ 自動集計を押下したときに、決定利用者負担額が受給者証の利用者負担

上限月額をオーバーしてしまった場合には、手動で金額を修正してください。 

この例の場合、一般１の利用者（障害児）なので、受給者証の利用者負担上限

額の 4,600 円に手動で修正。 

修正後 
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一時預かり入力例（初期加算） 

・初期加算は、利用者マスタ登録のサービス提供開始年月日を基準日として、３０日以内のサービスを提供した日に対して、自動的に算定されます。 

・しかし、次期かながわシステムでは、欠席時対応加算、家庭連携加算の算定日も初期加算の算定対象とされてしまうので、下記の通り初期加算の算定日数

については、算定可能な日数を把握の上、入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
この回数について、実際に初期加算が算定できる日数に修正してください。 
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一時預かり入力例（初期加算）（番号順にご確認ください。） 

 

 

① ここでは１８回に修正。 

 

┗② 自動集計を押下 

 

③ ②の自動集計を押下すると日数が消えるので、 

一時預かりの利用日数を入力。 

┗⑤ 最後に登録／更新を押下 

 

 
④ 自動集計を押下したときに、決定利用者負担額が受給者証の利用者負担

上限月額をオーバーしてしまった場合には、手動で金額を修正してください。 

この例の場合、一般１の利用者（障害児）なので、受給者証の利用者負担上限

額の 4,600 円に手動で修正。 

修正後 


